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ご使 用の 前 に 安全上のご注意

◎ご使用の前に、この「安全上のこ注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

◎ここに示した注意事頂は、器具を正しく安全にお使いいただき、使用者や他の人々への危害や財産
への損害を末然に防止するためのものです。

いずれも安全に関する重要な内容ですので、財ず守つてください。

◎誤つた取り扱いにより生じる危害・損害の程度をつぎの四つに区分しています。

この表示を無視して、誤つた取り扱いをするとく人が死亡、重傷を

負う危険または、火災が切迫して生じることが想定される内容を示
しています。

この表示を無視して、誤つた取り扱いをすると、人が死亡、重傷を

負う危険または、火災が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤つた取り扱いをすると、人が傷害を負う可

能性が想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内
容を示しています。

△ 危 険

△ 豊 告

△ 注 意

隔同  ぃ     R蟄 霞
告 ,注意の頂目以外で特に守つていただきたい内容を示して

※ここでの「人」とは、使用者のみでなく、その家族 。来客者および購入者から器具を
譲渡された人なども含みます。

絵表示の例

△記号は、危険が想定される内容や、警告・注意を促す内容があることを告げる

ものです。図の中や近くに具体的な注意内容がかかれています。

左図の場合は、「一般的注意」を示します。

O記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁
止内容がかかれています。

左図の場合は、「分解禁止」を示しています。

確 認

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。

図の中や近くに具体的な指示内容がかかれています。

左図の場合は、「確認」をしていただく指示内容を示しています。
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r使 用の 前 に 安全上のご注意

△ 危 険
誤つた取り扱いをすると、人が死亡、重傷を負う危険または、火災が切

迫して生じることが想定される内容を示しています。

ガス漏れ時の処置について

・ ガス漏れに気んヾついたときは、すぐに使用をやめ、ガスの元栓、および畜含肉

の全ての話具のノブを閲じてください。

窓や戸を全開にし、ガスを戸外に排出してください。

点検と補修をお買い上げの販売店または、ガス事業者に依頼してください。

・ 処置が終わるまで、絶対に火をつけたり、電気謡具 (換気扇など)のスイッチ

の入 .切や電源プラグの抜き差し、および周辺の電話は使用しないでください。

火や火花で31火 し、火災や爆発事故をおこすことがあります。

また、安全が確認されるまでは、ガス漏れ箇所には入らないてください。

設置場所について

止林一不

。この器具はウインドレス畜含用であり、家畜が飼育されている建物に設置し、

従業員の作業場では1日 4時間以上使用しないてください。
。人の居住する部屋や、語含以外の気密性の良い建物などで使用しないでくださ

い。不完全燃焼により、一酸イし炭素中毒になるおそれがあります。

●スプレー、ベンジン、ガソリン、灯油や業務用薬品など、ヨ1火性の危険物があ

る場所で使用しないでください。火災や爆発事故をおこすことがあります。

・ 木製品や紙、羽毛、わら、干し草などの可燃物が近くにある場所では使用しな

いでください。これらの可燃物が発火し、火災をおこすことがあります。

。この謡具を穀物倉庫や穀物加工場などで使用しないてください。

粉塵爆発をおこすことがあります。

・ 漏れたガスが滞留する恐れがある場所には、絶対に設置しないでください。

火災や爆発事故をおこすことがあります。

。この謡具は屋内用です。屋外では使用しないてください。

異常を感じた時

険危

・ 畜含内で、異臭・めまい
。頭痛などの体に異常を感じた場合は、早急に畜含か

ら出てください。

一酸イし炭素の発生または、酸素不足が考えられ、死亡事故を湿こす可能性があ

ります。畜含肉の換気を十分に行ってから原因を調査してください。
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ご使 用の 前 に 安全上のご注意

アースについて

アース接続

。アース線を朗ず取り付けてください。

アース線を取り付けないと、故障や漏電のときに、感電する恐れがあります。

アース線の取り付けは、電気工事店または販売店にこ相談ください。

△ 警 告

△ 注 意

この表示を無視して、誤つた取り扱いをすると、人が死亡、重傷を負う

危険または、火災が想定される内容を示してしヽます。

この表示を紙視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想

定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

高温音[に注意

・ 使用中、使用直後は器具洵ヾ高温になっていますので、手を触れないてください。

やけどのおそれがあります。

接触禁止

使用ガス・電源について
。使用するガスは LPガス (プロバン しヽ号以上)で、バーナーヘの供給圧が2.8

kPa(280mmH2 0)であることを確認してください。
LPガス以外のガスで使用すると、爆発点火や異常燃焼などの原因になります。

また、供総ガス圧が供給圧力外になると、異常燃焼や、立ち消えなどの原因に

なります。

。この器具の電源は ACIOOV 50Hz/60Hzで す。他の電源で使用すると火災・

漏電・慰電・器具の故障の原因となります。

・ ガス配管工事および、ガス供綸に係わる付帯設備の取付工事は、液イヒ石油ガス

設備士等の資格のある業者に依頼し、30ページ以降の「設置 。工事をされる方

へ」を朗ず見せてください。

ガス配管工事および付帯設備の取付工事に不備があると火災の原因になります。

認Iモ置

いて

。器具の仕様一覧 (8ページ)に従って、十分な換気量を確保してください。

換気量が不足すると、バーナーの立ち消えや不完全燃焼となり、火災・爆発・

一酸イヒ炭素中毒などの原因になるおそれがあります。

・ 強制換気の場合は空気の動きを関知する装置と運動して、空気の動きが止まっ

たときには、謡具を停止させるようにしてください。
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ご使用の 前 に 安全上のご注意

△ 注 意
この表示を無視して、誤つた取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想

定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

慰電に注意

・ ぬれた手で電源プラグの抜き差しや、

感電のおそれがあります。

運転操作をしないてください。

ぬれ手禁止

ガスホースの配曽について

くこ:)    
°
星量茫墨al子電冒寵月建伝薯唇恒,禁雇Iぢ雰晏系_スんヾ劣ィししたり、,谷けた

禁 止     りし、ガス漏れするおそれがあります。

点検 。お手入れについて
。点検 ,お手入れを行う際には、手袋などで指先を保護し、器具が十分に冷えて

から行ってください。

また、跡ずガス接続□ (ホースソケット)からガスホースをはずしてください。

局温注意    
°
写甲
中は器具の表面が熱くなるため、羽毛、わら、干し草などの可燃物が積も

らないように注意してください。それらが積毛ると着火し、火災になることが

あるため、定期的に清掃してください。

設置上の注意

林

不 止

。この話具は畜合肉に設置する器具です。以下の場所での設置・使用 '保管はさ

けてください。

故障または、思わぬ事故の原因となります。

・器具が確実・強□に吊り下げられないような場所や、不安定な場所。
・雨、風、雪に直接さらされる場所。
・使用後の点検 ,修理などができないような場所。
・雨天時に濡れたりするおそれのある場所。
・天丼や壁などの可燃物から適切な離隔距離がとれない場所。(8ページ参照)

1多理について

・ 修理技術者以外の人は、絶対に器具を分解したり、改造・修理しないでくださ

い 。

異常動作やけがなど、思わぬ事故の原因になります。分解禁止
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r使 用の 前 に 安全上のご注意

お 願 い
危険・警告・注意の項目以外で、特に守っていただきたしヽ内容を示してい

ます。

設置時のお願い
。中間バルブ (コ ック)は器具とガス管の間の手の届く所に取り付けてください。

・ 器具をチェーンに掛けて使用する場合は、確実に吊り下げてください。

運転時の注意

・ 運転中はときどき正常に燃焼してしヽることを確かめてください。また、畜含内

の温度に注意し、家語の状態を確認してください。

ガス圧の低下などで正常に燃焼できないと、畜含内の温度低下により、家畜が

死亡することがあります。

点尺・消火の確認
。使用時の点火、使用後の消火を確認してください。

運転停止時の注意
・ 運転を停止するときは、跡ず謡具のノブを「OFF」 にしてください。

中間バルブ (コ ック)を操作しての消火はしないてください。再使用時に中間

バルブ (コ ック)を開けたとき、ガス漏れをおこすおそれがあります。

長期間使用しない場合
。長期間使用しない場合は、ガス漏れを予防するために、元栓と中間バルブ (コッ

ク)を閉じてください。

ガスホースをはずした際には、嚇ずガス接続□ (ホースソケット)にキャップを

し、謡具にはポリ袋などをかぶせ、虫などが入らないようにしてください。

また、保管する場合、雨、風、雪に直接さらされる場所や、雨天時に冠水する

場所での保管はしないてください。

定期点検について
。謡具を長期間安|り してより長く使用していただくために、2～ 3年に一回程度

の定期点検をおすすめいたします。(29ページ参照・点検は有料です )
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各部の名称と仕様

本体ケース

各部の名称

電源プラグ

(バーナー側)

バーナー側ケースパネル

ヒートチャンバー

過熱リミットスイッチ
(ヒートチャンバー倶」)

パイロットシー)レド板

バーナー

サーモカップル

ノヽイロットチューブ
パイロットボタン

ノブ

スロットルバルブ

―モスタット

コントロールボックス

ガスコントロールバルブ

(ブロアー側)

モーター側ケースパネル

ブロアーハウジング

モーター

週熱リミットスイッチ
(ブロアー側)
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各部の名称と仕様

土
′

■

Ｂ 様

頂 目 仕 様

面 □Cl 筈 ガス温風ヒーター

型 武 40型 60型 150型 225型

ガ ス 種 LPC(い 号以上 )
燃焼用最低嚇要換気量 (mV分 ) 57 71 17.7 25.5

器具のガス供給圧調整に要す

る入□側ガス供給圧 (kPa)

最 大 3.36 336 3.36 3.36

最 小 2.94 2.94 2,94 2.75

バ ーナ ー供 給 ガ ス 圧 (KPa) 2,75 275 2,75 2.75

ガス消費量 (kW(kg/h))
最 大 9.81(0.70) 146(1 05) 36.6 (262) 5418(3193)

最 /」ヽ 498(036) 7.32(0.53) 22,0(1.58) 36.6(2.63)

モ ー タ ー 特 性 (kW)

(rpm)

ボールベアリング方式

O.0746 0.1865 0,2462

4′ 550 1′ 100 1′ 100

屯 源 AC100V(50/60Hz)

消 蓄
一
市
弓 力 (W50/60Hz) 65/70 150//195 220/300

安 全 装 置

立ち消え安全装置 サーモカップル式

週 熱 防 止 装 置 ノヽイメタルスイッチ

モーター回転検知装置 セイルスイッチ
Ｎ

卜
ん
ノ 形 寸 法  (W× D× H mm) 737× 348× 286 978× 470× 419 927× 508× 464

近接する可燃物

との離隔距離 (m)

(これ以上を確保してください。)

上  面 03

側  面 03

下  面 0,3

ブロアー出□ 3.0

ガ ス 入 □ 18

製 0□ 璽 量    (k9) 21.8 43.1 47.6

梱 包 雪
一
量    (kg) 25,4 47.6 544
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各部の名称と仕様

各部品の機能について

■ セイルスイッチ

ガスバルブが開く前に、空気の流れが適正であるかを検知する

安全装置です。空気の流れが適正でない場合、ガスコントロー

ルバルブヘの電流を遮断し、ガス供給を止める働きをします。

(ブロアーハウジングに取り付けられています。)

■ バーナー

鋳物製で空気混合ガスを燃焼させます。

■ バーナーノズル

ガスを一定量でバーナーに送ります。

■ ブロアーハウジング

ブロアー羽根車がつくり出す風を効率良く一方向に収束し、器

具の吹出□から風を送り出します。

■ ブロアー羽根車

モーターに取り付けられ、ヒートチヤンバーの高温の空気をllk

い込み、器具の吹出□から熱風を送り出します。

■ モーター

ブロアー羽根車を駆動します。

■ ヒートチヤンバー

ノヽ一ナーの夫と空気を混合する室。

■ 過熱リミットスイッチ

ヒートチヤンバーのブロアー側と、燃焼室側にそれぞれひとつ

づつ取り付けられています。送風の異常や、異常燃院による温

度上昇を検知し、ガスコントロールバルブヘの電流を遍断し、

ガス供給を止める安全装置です。

惨
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各部の名称と仕様

各音[品の機能について

■ ガスコントロールバルブ

パイロット起動装置からの電気的指令により、パイロットの火

が消えた場合、または極端に炎が小さくなり、バーナーに着火

できない状態になった場合に、自動的にガスの供総を止めるバ

ルブ。

■ ノヽイロットノズル

バーナーの着火と、サーモカップルを熱するための一定量のガ

スを送ります。

■ ノヽイロットシールド板

金属の成型板でパイロットノズルを日み、吹き消えを防止しま

す。

■パイロットチューブ

ガスコントロールバルブから、パイロットノズルヘガスを送る

銅管です。

■サーモカツプル

ノヽイロットの大を検知し、熱を電気信号に変えて、ガスコント

□―ルバルブの電磁弁を開閲し、ガス供給をコントロールしま

す。

■サーモスタット

諮含肉を設定温度に保つよう、温度変イヒを検知し、メインバー

ナーを自動的にON/OFFします。

■ スロットルバルブ

バーナーヘのガス供給量を調節するために使われる手動武のバ

ルブです。器具の暖房能力を調整することができます。
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ご使用方法

ガス栓を開く

1)手動の開閲バルブ (コ ック)を開き、ガス漏れ検査を行つてください。

運転を開始する

4)コ ントロールボックスのふたと、バーナー側ケースパネルを開

けてください。

2)ガスコントロールバルブのノブを「PILOT」 の位置まで回して

ください。

3)パイロットノズルの先端に、ガスマッチなどで点火しながら、

ガスコントロールバルブにある赤色のノヽイロットボタンをいっ

ぱいに押し下げてくださしヽ。約30秒間押し続けるとサーモカッ

プルが熱せられ、パイロットの火が着いたままとなり、ボタン

から手を離しても、種火んヾ消えません。

※ガス配管後に始めて点火するときや、長時間使用しなかった

場合は、配管内に空気がたまり、点火しない場合があります。

この場合は配管肉の空気が抜けるまで、再度点火操作を繰り

返してください。

6)電源プラグをコンセントに差し込んでください。

7)サーモスタットのノブを室温以上に設定してください。ファン

モーターが団り、バーナーに着火します。

バーナーヘの着火を確認してから、サーモスタットのノブを希

望の温度に調節してください。

※着火時には燃焼状態を確認してください。

※指定以外のガス種、及びガス圧は絶対に使用しないでください。

また、ノズル径の変更や謡具の改造は絶対にしないてください。

ガスコントロール
バルブ

※ガスコントロールバルブは手動シヤットオフバルブの役目もします。

4)ノ イヽロットに着火したら、ガスコントロールバルブのノブを「ON」 の位置まで団してくださ

い 。

5)コントロールボックスのふたと、バーナー側ケースノ＼ネルをあず閉じてください。

パイロットノズル
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ご使用方法

運転を停止する

。清掃や補修のため、器具の使用を中止する場合は、下記の手|‖頁に従つてください。

1)ガスコントロールバルブのノブを「OFF」 にしてください。

2)手動の開閉バルブ (コ ック)を全て閲じてください。

3)電源プラグを抜いてください。

※消火時には確実に火が消えていることを確認してください。

※通常の一時停止の場合には、サーモスタットのノブを最低温度に合わせることで、燃焼

を停止させることができます。

出力調整について

。ガスコントロールバルブと、バルブアッセンブリーの間に取り付け

てある、スロットルバルブで暖房能力の調整をすることができます。

※このバルブはガスを開閉するシャットオフバルブではありません。

1)能力を最大にするには、ハンドルをガス管に対し水平にしてく

ださい。

2)最小能力で運転するときは、ハンドルをガス管に対し90度に

してください。また、中間の能力に調整することもできます。

スロット)レ ルヽブ
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点検・お手入れ

。この謡具はガスを安全に燃焼させる制御装置や、精密な空気調整のシステムで構成されていま

す。これらの装置は塵埃や、摩耗、家畜の羽毛屑、き含内のさびやすい環境などによって、作

動しなくなつたり、誤作動を起こすことがあります。

使用上、支障がない場合で蕩、安全により長く、使用していただくために、日常の点検と清掃

を行つてください。

日常の点検と清掃は 1サイクル使用する (家畜の入れ替え時)たびに行つてください。

また、少なくとも年に 1回は器具の完全清掃を行つてください。

・ 器具からの異音や異臭、燃焼が安定しないなどの異常を感じたときは、ただちに運転を停止し、

「トラブルの診断と対応」(24～ 28ページ)を参考に原因を調べてください。原因がわからない

ときや、不明な点があるときはお買い求めの販売店、またはガス事業者に連絡してください。

。点検と清掃の際には、嚇ず電源プラグをコンセントからはずし、ガ

スの開閲バルブ (コ ック)と、器具のガスコントロールバルブのノブ

を閉じ、器具が十分に冷えてから行つてください。

。使用中、使用直後は、謡具が高温になっていますので、手を触れな

いでください。

やけどのおそれがあります。

日常の点検

※調整器は摩耗したリゴミが詰まつたりし、誤作動をすることがあります。

調整器はガス事業者による定期点検を受け、ガス圧が適正であるかどうかを確認してくだ

さい。

点 検 箇 所 点 検 の しか た 処 置 方 法

器具の周辺の確認

●謡具の同りに燃えやすいものをおいていませ

んか ?
。チェーン及び取付部に腐0はありませんか?

取り除いてください。

取替え又は補修。

器 具 本 体

。器具上部にほこりなどが付着していませんか? 取り除いてください。

●謡具の外観に異常がありませんか?

・ 運転中に器具からの異常音や不快な臭いなど

がありませんか ? お買い求めの販売店

またはガス事業者に

連絡してください。
ガス配管の確認

。配管の腐p.損傷はありませんか ?
・ ホースにひびへ割れ、損傷はありませんか?
。ガス漏れによる器具や配管からのガスの実い

はありませんか?
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点検・お手入れ

器具夕*側のお手入れ

。この器具は本体の外側だけ水洗いができます。

水は8貫射ノズルから2m以上の距離から、29.4Pa(0,3k9/cm2)以 下で、洗浄時間は片面当た

り10秒以内としてくださしヽ。洗剤は絶対に使わないでください。

運転を再開するときは、水洗い終了後側寺間以上放置して、完全に乾燥してから行ってくださ

い 。

・ 水圧が強いと内部に水がしみ込み、電気系統を濡らす恐れがありま

すので、水圧に注意し、乾燥のための放置時間をできるだけ多くす

るようにしてください。

器具肉音Bのお手入れ

・ 器具内部は乾いたブラシや布などで掃除をしてください。

特に燃焼室の天丼と本体の天丼との隙間にほこりが積もらないように、定期的に掃除をしてく

ださい。

・ 器具内部の清掃には、水や洗剤などは絶対に使用しないでください。

これらの液体を使用すると、電気系統のショートや、器具の故障に

つながり、ガスコントロール部品類に錆を発生させ、ガス漏れをヨ|

き起こし、火災や爆発の原因となります。

モーター/ブロアー羽根車の点検と清掃
1)ガスの開閉バルブ (コ ック)と器具のガスコントロールバリレブのノブを閉じてください。

2)電源プラグをコンセントからはずしてください。

3)モーター側ケースノヽネルを開けてください。

4)モーターのリード線2本のコネクターをはずしてください。

5)モーター取付架台を固定しているネジをはずしてください。
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点検・お手入れ

6)ブロアー羽根車とモーターをケースからBIき出してください。

このとき、ブロアー羽根車がケースにヨ|つかからないように注意

してください。

7)ブロアー羽根車の固定ネジ (四角形)2本をゆるめて、ブロアー羽

根車をモーターシヤフトから31き出してください。

8)ブロアー羽根車に付着しているゴミを、コンプレッサーのエアー

などで吹き飛ばすか、ブラシで落としてください。

汚れがひどいときは、石けん水で洗ったのち、すすぎ洗いをして

ください。水洗いをしたときはよく乾かしてください。

固定ネジ

※ブロアー羽根車を清掃するとき、羽根部を変形させないように注意してください。

9)モータークースに付着しているゴミをコンプレッサーのエアーなどで吹き飛ばすか、ブラシ

で落としてください。

10)モーターの取替えがあ要なときは、モーター取付架台のネジ4本をはずして取替えてくださ

い 。

11)点検と清掃が終百したら、上記の作業を逆に行つて、モーターとブロアー羽根車を組み立て

てください。

●組立時の注意

①ブロアー羽根車とモーター取付架台との間隔は

下記の適正間隔に調整してください。

型式 i40型′60型′150型 ………10mm弱
型式 :225型  ………………………… 3mm強

モーター取付架台   ブロアー羽根車

②ブロアー羽根車の固定ネジはモーターシヤフト

の切り込み面に合わせて、締めてください。
切り込み面

モーターシヤフト
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点検・お手入れ

セイルスイッチの点検と清掃

・ セイルスイッチ (パ ドル付きエアー感知スイッチ)は運転開始時や運転中に、ブロアー装置の

風量/風速が適正であるかを感知する安全装置です。

セイルスイッチに異常があると、バーナーに着火しなかったり、バーナーが燃焼/消尺を繰り

返したり、過熱し器具が損傷することがあります。

1)ガスの開閲バルブ (コ ック)と器具のガスコントロールバルブのノブを閉じてください。

2)電源プラグをコンセントからはずしてください。

3)モーター側ケースパネルを開けてください。

4)ブロアーハウジングの側板にスイッチを固定している2本のネジ

をはずしてください。

5)セイルスイッチを90度固して手前に目|いて取り出してください。

6)セイルスイッチに付着しているゴミを、コンプレッサーのエアー

などで吹き飛ばすか、ブラシで落としてください。

このとき、アームやパドル (風圧を受ける四角い板)を変形させ

ないように注意してください。

セイ)レスイッチ

。セイルスイッチは防水仕様になっていません。水洗いは絶対にしな

しヽでください。またベンジンやシンナーなどを使わないてください。

スイッチの作動不良や、故障の原因となります。

7)セイルスイッチを交換するときは、スイッチに差し込んでいる、2本のコネクターをはずし

てください。交換用のスイツチは取付板付きです。

。セイルスイッチを取り付けるとき、スイッチのアームや、/ヽ ドルを

変形させないように注意してください。

変形するとブロアーの風圧を正しく慰知することができなくなり、

着火不良の原因となります。

。セイルスイッチを元通りに取り付けたあと、アームやパドルがブロ

アーハウジングやブロアー羽根車に接触していないか、スイッチが

スムーズに動くかどうかを確認してください。
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点検 。お手入れ

ノ{イロット点火アッセンブリーの点検と清掃

1)ガスの開閲バルブ (コ ック)と器具のガスコントロールバルブのノブを閲じてください。

2)電源プラグをコンセントからはずしてください。

。運転停止直後は、バーナー部やパイロット点火アッセンブリーなど

が高温になっています。十分に冷えるまで手を幽れないてください。

やけどのおそれがあります。

3)バーナー側ケースノヽネルを開けてください。

4)パイロットシールド板を固定しているネジをゆるめてください。

ネジは取りはずす隊要はなく、ある程度ゆるめると、パイロット

シールド板を上方向にBいて、取りはずすことができます。

5)パイロットシールド板の中のパイロット受けとフレームスプレッ

ダーに付着しているゴミをコンプレッサーのエアーなどで吹き飛

ばすか、軟らかいブラシで落としてください。

このときフレームスプレッダーなどを曲げたりしないように注意

してください。

6)パイロットノズルを掃除してください。

パイロットノズルにゴミぬヾ諸まつている場合は、ノズルをはずし

て掃除してください。

ノズルはパイロットチューブ側のナットをスパナではずしたのち、

パイロット取付板から、スパナで反時計方向に固して、はずして

ください。

ノズルを光に向かつて覗き、詰まっていないか確認してください。

詰まっている場合はコンプレッサーのエアーで吹き飛ばすか、軟らかいブラシで掃除してく

ださい。

7)点検と清掃が終わつたら、上記の逆の手順で元通りに組み立ててください。

8)組立後、ガス漏れ検査を行ってください。

フレームスプレッダー

パイロット受け

パイロット
取付板

ノズル

ナット

パイロット
チューブ

パイロットシー)レ ド板
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点検・お手入れ

Ｑ
剣
Ｑ
剣

。パイロットノズルのガス子しサイズはご使用のガスに合わせています。

故意に子しを広げたり、子しが広がるような鋭利な葛のを差し込まない

てください。子しが広がるとパイロットの火が極端に大きくなり、火

傷や火災の原因になります。

・ パイロットノズルをはずすときにプライヤーを使用しないてくださ

い。取付ナットの山が肖」れて、後日の着脱作業が難しくなります。

嚇ず適正サイズのスノヽナを使用してください。

サーモカップルの交換

4)ガスの開閲バルブ (コ ック)と器具のガスコントロールバルブのノブを閲じてください。

2)電源プラグをコンセントからはずしてください。

。運転停止直後は、バーナー部やパイロット点火アッセンブリーなど

が高温になっています。十分に冷えるまで手を触れないてください。

やけどのおそれがあります。

3)バーナー側ケースパネルを開けてください。

4)パイロットシールド板を固定してしヽるネジをゆるめて、パイロッ

トシールド板を上方向にBIいて、取りはずしてください。

5)サーモカップルの取付ナットを反時計方向に固して、パイロット

取付板からはずしたのち、サーモカップルをパイロット取付板か

ら抜き出してくださしヽ。

6)ガスコントロールバルブの上のパワーユニットに、ねじ込まれて

いるリードノヽイプ接続ナットをはずしてください。

7)新 しいサーモカップルを取り付けるときは、上記の逆の手|‖頁で、

元通りに組み立ててください。

リードノヽイプ接続ナット
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点検。お手入れ

●
隅
●
隅
Ｑ
剣

●サーモカツプルは、ノヽイロットの安全バルブと連動する重要な安全

装置です。交換する場合はこの説明善の部品表に基づいて注文して

ください。

●サーモカップルのリードバイプ接続ナットを元通りにノヽワーユニッ

トに接続するときは、まず指で接続ナットを固して入れ、次にスパ

ナて『ぴつたり合うように』固定してください。

スノヽナでねじ込むときには、力を入れすぎないようにしてください。

強く締めすぎると、ノヽワーユニットを破損する恐れがあります。

●サーモカツプルの取付ナットや、リードノヽイプ接続ナットをはずす

ときは、プライヤーを使用しないてください。ナットの山が削れて、

後日の着脱作業んヾ難しくなります。嚇ず適正サイズ (3/8インチ)の

スノヽナを使用してください。

週勲リミットスイッチの点検

・ 器具には2組の過熱リミットスイッチ (手動リセット式)が組み込まれています。 1つはヒー

トチヤンバーの前面、もう 1つはブロアーハウジングの下に取り付けられています。

過熱リミットスイッチは少なくとも 1年に 1回、器具の大掃除のときに、点検テス トをして

ください。 週熱リミットスイッチ
(ヒートチヤンバー側)

1)ガスの開閉バルブ (コ ック)と器具のガスコントロールバルブの

ノブを閲じてください。

2)電源プラグをコンセントからはずしてください。

3)2つの週熱リミットスイッチはそれぞれの話具型式・取付位置に

より、温度設定が違っています。テスト後の取付位置の間違いを

避けるために、賜ず 1つずつはずしてテストをしてください。

4)過熱リミットスイッチカバーをはずして、過熱リミットスイッチ

を取り出し、2本のリード線を抜いてください。

5)リ ミットスイッチの取付板、または電気ターミナルの一つをつま

んで持ち、スイッチの底にある感熱部分に小さな夫 (マ ッチまた

はライター)を当ててください。

このとき、スイッチのプラスチツク部分に炎が当たらないように

注意してください。(プラスチツクが浴けます。)

過勲リミットスイッチ
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点検・お手入れ

7)スイッチカ1令えるまで約 1分間待つてから、スイッチの赤色のリ

セットボタンをいっぱいに押し下げてください。

8)ターミナルの導通チェックをして、スイッチが閉じていることを

確認してくださしヽ。

6)災を当てて1分以内にスイッチからボンという音が間こえます。

これはスイッチの接点が開いたことを示しています。ターミナルの導通チェックをし、ス

イッチが開いていることを確認してください。

リセットボタン

9)テストを終えたスイッチを、謡具に元通りに取り付けてください。

電源の接続とガスを開栓し、試運転をして異常がないかをチェックしてくださしヽ。

・ 週熱リミットスイッチを短絡状態にして、謡具を運転しないてくだ

さい。

短絡状態にして運転すると、オーバーヒートにつながり、火災や家

畜の損失などの重大な事故の原因となります。

-20-



トラブルの診断と対応

・ 故障かな ?と思つたらただちに使うのをやめて、次ベージ以降のトラブルシューティングのフ

□―チャートを参照し、 トラブルの箇所を特定してください。
トラブルの内容は番号を付けて、|‖頁番に追跡てきるようにしています。スタートの四島い枠か

らトラブルを追跡し、嚇要な手順または、テストをしながら対応処置を行つてください。

部品の交換は各々の手順、またはテストをしたあとで行つてください。部品の交換については

フローチヤートで説明しています。

●トラブルの内容によっては、器具の診断及び処置について、液イЪ石油ガス設備士等の公的資格

が隊要になるものがあります。フローチャートの中の二重枠でくくつた診断、及び処置は公的

資格が賜要な作業です。財ず資格のある業者に依頼してください。

デジタル マルチメーター…直流・交流の電気抵抗を計測します。

サーモカツプル診断キット… (PSI部品番号 No.550-08506)

標準のデジタル・マルチメーターとセットで使用することにより、サーモカップルのテス

トと、ガスコントロールバルブの電磁カユニット強度のテストができます。

低圧圧力計…ガスコントロールバルブの入□側と出□側配管のガス圧を計測します。

１

　

　

２

3)

重要事項
。このトラブルシューティングでは電源やガスを使って、器具を運転し

ながら、診断をする場合もあります。話具の運転中には事故を発生さ

せないよう、細,bの注意をしてください。
主思い江
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ 1 パイロットが点火しない。

LPガスの容器にガスが入つていま

すか ?

Iは
い

ガスのバルブは開いていますか?

↓はい
ガスホース、パイロット管、パイ

ロットノズルが詰まっていません

ん` ?

↓ 
し`し`え

ガスコントロールバルブのパイ

ロットボタン(赤 )は完全に押し込

まれていますか?

↓はい
ノズルのサイズは適正ですか ?

↓はい
ガス配管に空気が入つていません

か ?

↓はい
パイロットボタン(赤 )を押し、パ

イロットが点尺するまで空気を出

してください。 (通常30～45秒 )

ガスを補綸してください。

ガスのバルブを開いてください。

しヽしヽラこ

しヽしヽ炉乙

はしヽ

しヽしヽ房と

コンプレッサーのエアーでゴミな

どの詰まり物を掃除してください。

パイロットボタン(赤 )を完全に押

し込んでください。

しヽしヽテ乙
ノズルを交換してください。

しヽしヽラ乙 ガス圧をチェックし嚇要な場合は

調整してください。

※ 匡
=コ
ニ重枠てくくつた診断及び処置は、液イヒ石油ガス設備土などの公的資格が跡要な

作業です。嚇ず資格のある業者に依頼してください。
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ2 パイロットボタン(赤 )を離したらパイロットの炎が消える。

LPガスの容話にガスが入つ

入つていますか?

↓
しヽしヽえ

ガスを補結してください。

パイロツトの大はサーモカッ

カップルの先端1.Ocm～ 1.5

cmに当ててください。

パイロットアッセンブリー

とノズルはきれいですか?

サーモカップルは十分に暖められましたか ?
はしヽ
→

いいえ

一

はしヽ

一

ぱ

↓はい
サーモカップルの接続

ナットは締まっていま

すか ?

↓はい
サーモカップルはパイ

ロツト取付板に正しく

付けられていますか ?

パイロットのノズルサ

イズは適正ですか ?

↓
しヽいえ

パイロットボタンを30～

60秒間、押し続けてくだ

さい。

締めすぎなしヽように止め

てください。

コンプレッサーのエアー

で掃除してください。

器具のガス入□側の圧力

を検査し、適正圧力にし

てください。

はしヽ

一

サーモカップルをテスター

でチェックしましたか ?

↓はい
ガスコントロールバルブの

電磁石の磁気を導通チェッ

クしましたか ?

4mV以下なら正常。それ以上ならバルブ
磁気欠落ですから、バルブ全体を交換して

ください。

いいえ

※ 匡三コ ニ重枠でくくつた診断及び処置は、液イヒ石油ガス設備土などの公的資格が嚇要な

作業です。隊ず資格のある業者に依頼してください。

パイロットチューブや、

ガス管に異物が詰まっ

ていませんか?

ガス圧は適正ですか?分解してコンプレッサーの

エアーで掃除してください。

他の部分には吹き付けない

てください。

あ要な場合はノズルを交換

してください。

器具の停止時、出力が10mv以上なら正常。
それ以下ならサーモカップルを交換してく

ださい。
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ3 モーター作動中でも、パイロットからバーナーに着火しない。

セイ)レスイッチにきている

電圧は適正ですか ?

↓ 
いしヽえ

電源、接続箇所、コードを

検査し、導通チェックをし

てください。

過熱リミットスイッチをリ

セットしてください。週熱

リミットスイッチの作動原

因を調査してください。

(トラブル9を参照)

セイルスイッチの開閉は

正常ですか ?

(導通チェツク嚇要 )

↓はい
セイルスイッチのアーム

がブロアーハウジングに

当たっていませんか ?

↓はい

過熱リミットスイッチが

上がっていませんか?

アームを調整してくだ

さい。ゴミやほこりを

掃除してください。

正しく固定してくださ

しヽ。

はしヽ

一

|よ しヽ

一

はしヽ

一

いいえ
→

はしヽ

一
掃除をしてください。

↓はい

↓はい
ガスコントロールバルブヘのガス圧が

適正であるにもかかわらず、バーナー

配管のガス圧が適正にならない場合に

は、ガスコントロールバルブを交換し

てください。

低圧圧力計でガス圧を検査し、適正な圧力

であることを確認してください。

※ 匡
=コ
ニ重枠でくくつた診断及び処置は、

液イヒ石油ガス設備士などの公的資

格が隊要な作業です。必ず資格の

ある業者に依頼してください。

モーターシヤフトとブロ

アー羽根車は正しく固定

されていますか ?

バーナーのノズル、内部、

配管がゴミやほこりで詰

まっていませんか ?

電圧は正常ですか、また週熱リミット

スイッチからガスコントロールバルブ

ヘの電圧は正常ですか ?

週熱リミットスイッチとガスコントロール

バルブの結線を確認し、電気コードの導通

チェックをしてください。
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ4 モーターが作動せず、パイロットからバーナーに着火しない。

電源コードには適正な電圧

が流れていますか?

電気工事業者に連絡し、適

正電圧に修復してください。

はしヽ
→

いいえ

I多理するかブロアー羽根車を交換して

ください。

モーターが故障しています。交換して

ください。

トラブ)レ5
モーターが動いており、パイロットは着火しているが、

バーナーがON/OFFを繰り返す。

セイルスイッチのアームや、パドルが

変形している。

アームやパドルを調整し、スイッチが

ONになるようにする。

※ 匠三コ ニ重枠てくくった診断及び処置は、電気工事士などの公的資格が嚇要な作業です。

跡ず資格のある業者に依頼してください。

モーターヘの電圧は正常ですか ?
いいえ

一

設定温度を室温以上に

設定してください。

サーモスタツトとコー

ドの接点を検査してく

ださい。

サーモスタツトが故障

しています。交換して

ください。

モーターヘの配線は正常ですか ?
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ6 バーナーとモーターは作動しているが、パイロットの火が消える。

使用しているガス種、及びガスの圧力

は正常ですか ?

Iは
い

パイロットのシールド板 (機種によっ

てはガスケットも)をバーナーの正し
い位置に取り付けてください。

トラブル7 室温が設定温度になつてもバーナーが消えない。

サーモスタットは設定温度から2℃以

内で作動しますか ?

↓ 
しヽしヽえ

サーモスタットを交換してください。

ガスコントロールバルブのシー)レ ドに

ゴミや堆積物が付着しています。

バルブ全体を交換してください。

はしヽ

トラブル8 炎ド■＼―ナーから飛び火する。

ガス圧を検査しましたか?
バーナーの中、ノズル及びベンチュ

リーに何か詰まっていませんか ?

はしヽ

↓はい
コンプレッサーのエアーで掃除をし

てください。

※ 匡三コ ニ重枠でくくつた診断及び処置は、液イヒ石油ガス設備土などの公的資格が嚇要な

作業です。あず資格のある業者に依頼してください。

器具のガス入□側、及びバーナー配管の

ガス圧が正常であるか、点検してくださ

い。
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ9 週熱リミットスイツチがOPENになっている。

使用しているガス種、及び

ガスの圧力は正常ですか?

↓ 
いしヽえ

正しい燃料 (プロバン しヽ号

以上)を使用し、正しいガ
ス圧力を保つてください。

障害物を取り除いてくださ

い 。

電気配線を倹査し、補修し

てくださしヽ。

ブロアー羽根車がゆる

んでいませんか?

ほこりが付着していま

せんか?

↓
しヽいえ

器具が極端に汚れてい

ませんか ?

固定ネジでモーターシヤ

フトに固定してください。

コンプレッサーのエアー

か、軟らかいブラシて掃

除をしてください。

コンプレッサーのエアー

か、軟らかいブラシで掃

除をしてください。

謡具の内部を掃除すると

きは、水や洗剤を使用し

ないでください。

モーターを交換してくだ

さい。

はしヽ
→

はしヽ

一

いいえ
←

↓ 
しヽしヽえ

↓ 
し`し`え

はしヽ
→

はしヽ
→

はしヽ

一

綸気□や排気□に障害

物がありませんか ?

モーターにきている電

圧は正常ですか ?

トラブ)レ 10 ガスコントロールバルブがカチカチと音を立てる。

ガスコントロールバルブヘの電圧は適

正ですか?

↓ 
いしヽえ

電気工事業者に連絡し、

適正電圧に修復してくだ

さい。

はしヽ

しヽしヽえ
↓

入□側とバーナー配管の

ガス圧を点検してくださ

い。

ガス圧が適正であるかを確認しました

か?

↓はい
ガスコントロールバルブ

が故障しています。交換

してください。

匡三コ ニ重枠でくくつた診断及び処置は、液イヒ石油ガス設備士や、電気工事士などの公

的資格が跡要な作業です。賜ず資格のある業者に依頼してください。
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トラブルの診断と対応

トラブ)レ 11 作動後 10～ 15分後にバーナーの火が消える。

配管のパイプ径や、ガス容器の容量は

適正ですか ?

↓ 
しヽいえ

トラブル3及び6を参照してください。
はしヽ

適正なサイズのパイプや、容器と交換

してください。

トラブ)レ 12 モーターがブーンという音を立てる。

※匡三コ ニ重枠てくくつた診断及び処置は、

液イヒ石油ガス設備土などの公的資

格が跡要な作業です。賜ず資格の

ある業者に依頼してください。

モーターとコンデンサーのコードが断

線していませんか ?

コードを結線して、正常に作動するか

点検してください。

はい

↓ 
しヽいえ

モーター又はコンデンサーぬヾ故障して

います。交換してください。

そ の 他

1)パイロツト取付板にサーモカップルを固定するために、クリップを使つている場合がありま

す。取付板の穴にクリップが入るよう、サーモカツプルを押し上げてください。

サーモカツプルの固定にナットが使われている場合には、ナットをしつかりと締めてください。

2)電気系統のトラブルについては、結線がタホれたり、ゆるんでしヽないか、また断熱不良になつ

ていないかを点検してください。

3)き[分的な不良を見つけるには、両方の端子にジャンパーワイヤーを付けて点検してください。

ジャンパーワイヤーはこのような点検作業だけに使ってください。

不虔部品はすぐに交換し、交換するまでは器具を作動させないてください。

。ジヤンパーワイヤーは器具の診断時以夕ヽは、絶対に使用しないでく

ださい。

安全装置をバイパスして運転すると、火災や家畜の損失などの重大

な事故の原因となります。

4)過熱リミットスイッチはガス圧が高すぎたり、空気量が少ない場合のようなさまざまな原因

で作動 (回路がオープンになる)することがあります。

通常の場合、空気不足は給気側の障害物、低電圧やブロアーの汚れなどが原因となります。
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アフターサービスについて

サービスのお申し込み

・ 不具合、異常が起きたとき、修理を依頼する前に21～ 28ページの「トラブルの診断と対応」を

みて、もう一度確認してください。

確認のうえ、それても正常な状態に戻らない場合、あるいはこ不明な場合は、こ自分で修理し

ないで、お買い求めの販売店、またはガス事業者に連絡してください。

なお、連絡されるときは、器具の型武またはタイプを確認し、下記のことを連絡してください。

1.名称 '型武………ガス温風ヒーター (型式は器具に貼付のラベルで確認してください。)

2.故障または異常の内容 ,間 しヽ合わせたい事頂 (できるだけ詳しく)

3,こ住所、お名前、電話番号

保証・補修について

・ 謡具の故障については保証書に記載されているように、一定期間
・一定条件のもとに修理いた

します。保証善を紛失されますと、無償修理期間であつても修理費をいただくことがあります

ので、保証善を大切に保管してください。

・ 無償修理期間経過後の修理については、お買い求めの販売店または、もよりの弊社営業所にこ

相談ください。

修理によつて機能が維持できる場合は、お客様のこ要望により修理 (有料)し たヽします。

定期点検のおすすめ (有料)

。使用上支障のない場合でも長期間安全にこ使用いただくために、定期点検を受けられることを

おすすめいたします。

定期点検は、お買い求めの販売店または、もよりの弊社営業所にこ相談ください。

この場合、有料となります。
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設置・工事をされる方ヘ

oLPガスの配管工事および付帯設備の取付工事は、液イし石油ガス設備土などの資格、電気配線
工事は電気工事土などの資格が嚇要です。

ガス配管工事、電気配線工事及び保守点検作業は資格のある業者に依頼し、正しい工事を行っ

てください。

・ 地域及び用途によっては、消防庁など関係宮庁への届け出や、承認が嚇要な場合があります。

その場合は専門業者と相談し、手続きをしてください。

・ 施工
・工事終了後は、賜ずこの取扱説明善に従って操作し、試運転を行つてください。

・ 設置工事終了後は、使用上の注意事頂、正しい使用方法をお客様に説明してください。

また、この取扱説明善を朗ずお客様に渡してください。

設置場所の確認 設置場所を決めるときは、次の事頂をよく確認してから決めてください。

。設置場所を決めるときは、お客様とよく相談し、安全な場所に設置してください。

。この謡具は夕ヽ音[表面を水洗いすることができます。水洗いができる場所を決めてください。

・ 家畜が触れない場所に設置してください。

・ 運転中の温風温度は125°C以上になるため、家畜に温風が直接当たらない場所に設置してくだ

さい。

・ 器具を吊り下げたときに、荷重に耐える強度のある場所に設置してください。

・ ヨ1火性の危険物 (ガソリン・灯油・ベンジン・接着剤・業務用薬品など)の近くに設置しないて

ください。

・ 十分に換気のできる場所に設置してください。

・ 点検・修理が容易にできる場所に設置してください。

・ 雨・風・雪に直接さらされる場所や、雨天時に水がかかる場所には設置しないてください。

・ 謡具から可燃物までの距離は8ページの仕様一覧に従ってください。
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設置・工事をされる方ヘ

ガス配曽工事

・ ガス配管工事はガス供給事業者の指示に従つてください。

1.LPガスについて
1)LPガス (プロノヽン しヽ号以上)を使用してください。

2)使用ガス圧力は、2.8± 0.5 kPa(280± 50mm H20)です。

低圧調整器を使用してください。

3)一台あたりのガス消費量は8ページの「イ士様」表で確認してください。設置する器具の

台数により、消費量に見合った調整器を使用してください。

2.設置例

3.配曽工事について

1)配管工事および付帯設備の取付工事は、液イヒ石油ガス設備士の資格のある方が施工して

ください。

2)供給設備 (LP容器など)は、転落・転倒しないように設置してください。

3)使用されるボンベ容器の本数が少なかったり、配管が細かったりすると、器具への供給

ガス圧が低くなり、不完全燃焼の原因となります。

4)配管の□径は通常の場合 1インチですが、謡具の設置台数によって変わります。

8ページの「仕様」表を基準にして、使用ガスの総量に応じた配管の回径を決めてくだ

さい。ガス配管は配管用鋼管を使用してください。
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設置・工事をされる方ヘ

７

　

　

８

6)

9)

IO)

5)ガス配管中は、器具に近い場所にあずガスバルブ、圧力計を取り付け、器具との接続は

ゴム管を使用してください。

配管は、容易に取りはずせないように施工してください。

また、お客様に決して配管を取りはずしたりしないように指導してください。

配管の末端の見易いところに、圧力計を設置してください。

配管は畜含の上部に設置し、水や消毒薬の影響のないようにしてください。

決して地面に、はわせたり、埋設したりしないてください。

配管の末端には、ヒューズコックを使用してください。

コックやガス元栓は、開閉状態がよくわかるように明示してください。

異常が発生した場合に速やかにガスを止めるため、手動の開閲バルブ (コ ック)を器具か

ら2m以内の箇所に設置してください。

11)調整器 (ベント付き)は屋外の軒下に、ガス抜き□を

下向きに取り付けてください。やむなく屋内に付け

る場合は、嚇ずガス抜き省を屋タホに出してくださしヽ。

12)調整器の手前か後ろに開閲バルブ (コ ック)を

取り付けてください。

開閲バルブ
(コ ック)

開閲バルブ
(コ ック)

ガス抜き管

13)ドロッププラグの設置

。ガスコントロールバルブの手前のガス配管には、ドロッププラグを取り付けてください。

・ ドロツププラグを付けるのは、ガスがガスコントロールバルブに行く手前で、ガス管の

錆や、削りかす、水滴などを沈殿させ、定期的に掃除をするためです。

従つてドロッププラグは垂直に取り付けてください。チーズの中,bからプラグ (キヤッ

プ)までの長さは約8cmとなります。

ガスの流れ↓
開閉バルブ LPガス用ゴム省(2m以内)
(コ ック)

コントロール
ボックス

ガスコントロールバルブ
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設置・工事をされる方ヘ

14)器具をチェーンで吊り下げて設置するときは、謡具と開閲バルブ (コ ック)の間はあずLP

ガス用ゴム宙 (検査合格マークまたは、」ISマーク入り・長さは2m以内)で接続してく

ださい。

本体にガス管を直接配管すると、本体が動いたときに接続部がゆるんだり、配管にひび

ができたりして、ガス漏れが発生し、重大事故の原因になります。

15)ゴム管接続は、嚇ずホースソケットの根元までゴム管を差し込み、ホースバンドで容易

に抜けないように固定してください。

16)ゴム管が器具の燃焼部に近づかなしヽようにしてください。

17)設置例のように配管用鋼管または、フレキ省による施工がどうしても出来ない場合は、

LPガス用ゴム管 (検査合格マークまたは、」 ISマーク入り)を使用してください。

18)LPガス用ゴム管を使用する場合、ゴム管の継ぎたしや、三又分岐を使用することは、液

イヒ石油法により禁止されていますので、調節器の出□に分岐管 (ヘッダー)を双り付け、

そこよリゴム管で謡具一台ずつに接続してください。

ただし一本のゴム管は、3m以内にしてください。圧損により不着火、立消えなどの原因

となります。

19)配管やゴム管内に上、砂、ゴミなどが入らないように注意してくださしヽ。

バルブが閉じなくなつたり、ノズルが詰まるなどガス漏れや異常燃焼の原因になります。

20)ガス配管と電気配線は、接触しないように施工してください。また、配管と電気コンセ

ントは100mm以上離してください。

21)ガス配管の接続部には跡ずシール剤を使用してください。

22)配管および器具の設置後は、嚇ず液イヒ石油法に定められた気密試験により、ガス漏れの

ないことを確認してください。

23)配管および器具の設置後は、防ず空気抜きを行ってくださしヽ。ヒューズコックが作動し

ないようにわずかずつ空気抜きを行つてください。

24)謡具の設置については、この取扱説明善の「安全上のご注意」「ご使用方法」などの頂、

および「設置 ,工事をされる方へ」の頂をよく読んでください。

25)全謡具を作動させたときに、配管の一番遠い器具のガス圧が指定通りになつていること

を確認してください。
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設置 。工事をされる方ヘ

電気配線工事

使用電源はAClOOV(50Hz/60 Hz)で す。

消費電力は8ページの「仕様」表で確認してください。

台数により消費電力に見合った漏電ブレーカーを設置し、アースを設置してください。

ガス管と電源コードなどの電気配線が接触しないように、施工してください。

電気配線工事が終百するまで、器具のプラグをコンセントに差し込まないてください。

配線は畜含の上部に設置し、水や消毒薬の影響のないようにしてください。また決して、

地面に、はわせたり、埋設したりしないてください。

コンセントとガス管は 1 00rlnm以上離してください。

電源コードが器具の燃焼部、及び温風吹き出し□に近づかないように設置してください。

電気配線図

電源コード

１

　

　

２

３

　

４

　

５

６

　

　

７

キヤノヽシタ

｀      白

シリーズタップフラグ付
サーモスタツト

サーモスタツト

ガス制御  ハイリミット ハイリミット
スイッチ   スイッチ

中性点

(週熱リミットスイッチ)(過勲リミットスイッチ)

キヤノヽシタ

ハイリミット ハイリミット ガス制御
スイッチ   スイッチ

(過熱リミットスイッチ)Q己熱リミットスイッチ)
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設置 。工事をされる方ヘ

器具の設置工事

・ 器具の設置場所は、30ページの「設置場所の確認」の頂に従つてください。

器具に同梱されている部品類を取り出して確認してください。

謡具の前後のケースノヽネルを開けて、謡具の天丼板にアイボルト4個を取り付けてくださしヽ。

付属のチェーンを使つて、謡具を水平に取り付けてください。謡具のレベルはチェーンの長

さで調整してください。

器具は30度以上傾けないように設置してください。

チェーン

アイボルト

ナット

ワッシヤ

ワッシャ

ナット

バーナー側ケースノヽネル

5)エアー・ダイバーターの取り付け

。エアー・ダイバーターを取り付けることにより、熱風の吹き出し方向を変えることができま

す。設置場所の状況に応じて、本体に取り付けてください。

●40型、60型、225型への取り付けは、ダイバーターを図のように折り曲げ、ダクトアッセ

ンブリーにネジで止めてください。

エアーダイノヽ―ター

/取付ネジ

ダクトアツセンブリー

１

　

　

２

　

　

３

4)

モーター側

ケースパネル

折り曲げる
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設置 。工事をされる方ヘ

。150型への取り付けは、ダイバーターを図のように、差し込み部がタホ側になるように折り曲

げ、温風吹き出し□の角子しにはめ込んでくださしヽ。

温風吹き出し□

差し込み音Bが外側に

なるように折り曲げる

。エアー・ダイバーターの取り付け向きにより、温風の吹き出し方向を変えることができます。

設置場所の状況に応じ、取り付け向きを決めてください。

サーモスタットの接続

器具に同梱のサーモスタットと、プラグをコンセントに差し込んでください。

プラグから出ているアースコードより鋏ずアースをとってください。

器具の電源コードの差し込みプラグをサーモスタツトコードのプラグに差し込んでください。

※電気配線工事が全て終了するまで、サーモスタツト及び本体の電源を入れないてください。

2)

プラグ
コントロールボックス

サーモスタツト

アースコード

-36-



分解図

本 体 音B (図は150型を示します)

(40′ 60′ 2254当てD屍井)
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分解図

ガス関連部品 (図は150型を示します )

飛 (補阿
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分解図

電気関連音[品 (図は150型を示します)
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部品表及び機種別注文部品晉号

機 種 別 注 文 番 居

番 署 部 品 名
~~~―

― 型 聾
名 40型 60型 150型 225型

1 本体ケース 82062 82494 82495
2 バーナー側ケースパネル 82170 82172 82174
3 モーター側ケースパネル 82171 82173 82175
4 ダクトアセンブリー 82120 81768
5 ターミナルカノヽ一 82499
6 コントロールボックス 82487 82488 82489
7 コントロールボックスの留め金具 80762
8 ヒートチヤンバー 81729 81731 81733
9 過熱リミットスイッチカノヽ一

(ヒートチヤンバー側)

82493

10 モーター 81748 81749 81098
モーター取付架台 82118 82117

12 ブロアー羽根車 80972 82136 80973
13 ブロアーハウジング 82484 82485 82486 81746
14 医板 ・上段 81191 80653 80445
15 医板 ・下段 81192 80883 81052
16 パイロットシールド板 81103
17 パイロット取付板 130-07831
18 ノヽ一ナー 82146 82147
19 パイロットノズ)レ 07829
20 バイロットチューブ 81997 81996 81995
21 サーモカップル 01036 01020
22 ドロップパイプ 82116
23 バーナーノズル 82205 82206 82207 82208
24 スロットルバルブ 82090 82085 82074 82057
25 ガスコントロールバルブ 82549
26 ガスバルブ入□側取付板 82093
2フ 過熱リミットスイッチ

(ヒートチヤンバー側)

05566 03933

28 セイ)レスイッチ 80324
29 過熱リミットスイッチ

(ブロアー側)

84144 03933

30 ターミナル 82155
31 電源コード 82490
32 酉E線キット (ハーネス含む ) 82496 82497 82498
33 サーモスタット

注 :週熱リミットスイッチの作勃温度

055661177°C (350° F)   03933: 135℃  (275° F) 84144: 149°C (300° F)

■固定金具注文部品番号

用 途 誘 石

アイボルト 器具の昂り下げ 130-07715

チェーン 謡具の需り下げ 130-07716

植え込みボル ト パイロットの固定 130-07827
ネジ 3/8″ ×8姻 全てのネジ固定部分 F130-83065
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保証について

機器本体に対する保証

。取扱説明書に記載されている設置方法、維持管理方法、安全に関する事項、及び器具に貼付

のラベル類に基づいて、適正に設置・運転・維持管理された場合に限り、器具本体・部品に

対して、こ購入の日から 1年間保証をいたします。

この保証期間中に、お客様の故意または過失によらない故障んヾ発生した場合は、器具本体・

部品を無償で修理または交換をいたします。日付けが明記された領収善をこの取扱説明書と

一緒に保管しておいてください。

交換音[品に対する保証

。当社よりご購入いただいた交換部品については、その材質面と製造上の欠陥に限り、こ購入

の日から 1年間保証をいたします。日付けが明記された領収善を、この取扱説明善と一緒に

保管しておしヽてください。
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‖          ‖

ただきまして、

した場合には、

間

用状態で、上記

ご提示の上、修

る遠隔地への出

り、製品の故障

有効です。 (Thi

で、紛失 しない

る修理、点検交

綸事情等による

修理、改造等に

によって生じた

所の移動、落下

水害、降灰、煤

の侵入および行

薬散布および異

る錆等、設計仕

ガスの種類で使

保守等の費用。

お客様名の記入

いる場合。

ただきまして、

した場合には、

間

用状態で、上記

ご提示の上、修

る遠隔地への出

り、製品の故障

有効です。 (Thi

で、紛失 しない

る修理、点検交

綸事情等による

修理、改造等に

によって生じた

所の移動、落下

水害、降灰、煤

の侵入および行

薬散布および異

る錆等、設計仕

ガスの種類で使

保守等の費用。

お客様名の記入

いる場合。

d  l  
同じ場合は記入不要)|                 1雷

話番黒

~~~二 ~~~=~ri l  
″d  l  ~″

~~~ ~|                 1電話番号  ―  ―   |  ″d  i         l i  
〃

製品名 ,型式名 ガス温風ヒーター  型式 :

保証期間 お買い上げの日から 1年間

製造番号

お買い上げ日 年 用 日

お客様
こ住所

販売店
住所

店名

電話番号

お名前                  様

電話番号     ―    ―

修理品の送り先

(修理工場)

株式会社 ロック製作所

〒574-0062 大阪府大東市氷野 4丁目 1-25
TEL 072-872-0233 FAX 072-872-1216

修理後の返送先

(上記のお客様住所と

同じ場合は記入不要)

返送先こ住所 こ担当者

電話番号

様

一



輸入元

Iwatani
岩谷産業株式会社

自然産業本部

東京本社 〒105‐8458東京都港区西新橋 3‐ 21‐ 3
TEL:03‐ 5405‐ 5922 FAX:03-5405‐ 5635

販売元

イワタニ・ケンボロー株式会社
本   社 〒103-0026東 京都中央区日本橋兜町3-5  郵船兜町ビル 4階
東京営業所             TEL:03‐ 3668‐ 5360 FAX:03‐ 3668‐5368

札幌営業所 〒060-0908札 幌市東区北八条東 3丁 目2-10 宮村ビル304号
TEL:011‐ 807‐ 8261  FAX:011‐ 702‐0555

東北営業所 〒023-0003岩手県奥州市水沢区佐倉河字梨田川71¬ 伸和八ウスビル2階
TEL:0197‐ 22‐ 8301  FAX:0197‐ 22‐ 8304

大阪営業所 〒550‐ 0005大 阪市西区西本町2-3‐ 6 山岡ヒル 6階
TEL:06‐ 6536‐ 6431  FAX:06‐ 6536‐ 6291

九州営業所 〒380‐ 0805宮 崎県宮崎市橘通東5-4‐ 8   岩切第2ビ ル 5階
TEL:0985‐ 23‐ 5543  FAX:0985‐ 23‐ 5561


